
発行平成 5年 12月 6 臼

発行所大洗町役場
苧311-13茨城渠東茨城郡大洗町磯浜富J6881-275

盟大洗 (67)5111(代)

町長 公室

富士オフセット印刷械

器水戸 (31)4241間

集

-lTU 

編

印

(題字:小林子鴛先生書)

白
い
船
体
に
赤
と
黄
色
の
ラ
イ
ン
ガ

入
つ
だ
¥
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
(
株
)
の
新

造
船
勺
へ
す
て
い
あ

L
(
7
5
¥
3
0
0ト

ン
)
ガ
県
民
の
日
の
竹
月
叩
巴
(
土
〉
¥

大
洗
潜
中
央
西
岸
壁
に
初
入
港
。
大
洗

港
張
興
協
会
主
催
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

と
東
己
本
フ
工
リ
|
(
株
)
に
よ
る
艦
内

の
一
般
公
開
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。

午
後

7
時
、
磯
浜
小
学
枝
の
児
童
別

名
が
華
や
か
に
歓
迎
マ
ー
チ
ン
ク
ド
リ

ル
を
演
奏
し
て
式
典
に
移
り
ま
し
だ
。

柳
橋
県
土
木
部
港
湾
振
興
室
長
と
小

省
大
洗
国
勤
役
か
ら
歓
迎
の
言
葉
。
続

い
て
¥
ミ
ス
・
ポ
ト
大
洗
と
大
洗
埠

頭
開
発
(
株
〉
の
早
川
さ
ん
か
ら
¥
東
日

本
フ
ェ
リ
ー
(
株
〉
の
小
津
副
社
長
、
沖

陪
船
長
と
上
野
機
関
長
の

3
人
に
花
束

ガ
贈
ら
れ
¥
小
津
副
社
長
の
語
辞
で
融

通
セ
レ
モ
ニ
ー
を
関
じ
¥
船
内
を
一
般

の
方
に
公
開
い
た
し
ぎ
し
た
。

小
雨
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
疋

ガ
¥
家
族
連
れ
な
ど

4
¥
2
0
0人
の
方

ガ
豪
華
ホ
テ
ル
並
み
の
パ
ス
・
ト
イ
レ

出
き
特
等
の
客
室
を
は
じ
め
展
望
ラ
ウ

ン
ジ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
¥
浴
室
な
ど
設
備

の
整
つ
だ
船
内
を
見
学
、
楽
し
い
船
旅

の
気
分
を
昧
わ
っ
て
い
ま
し
だ
。

「
へ
す
て
い
あ
L

は
、
全
長
沼
メ
ー
ト

ル
¥
全
幅

U
メ
ー
ト
ル
で
旅
客
定
員
加

名
¥
撞
載
車
問
は
ト
ラ
ッ
ク
州
民
己
¥
棄

用
車
川
台
の
覆
載
能
力
。
什
月
刊
の
自
力

ら
現
在
の
「
び
く
と
り
L

と
と
も
に
大

洗
湛
と
室
蘭
港
闘
を
巴
躍
巳
を
除
<
毎

日
?
日
?
府
民
体
制
で
¥
叩
時
間
何
分
で

結
ぶ
o

「
へ
す
て
い
あ
L

の
名
前
は
¥
ギ

リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
「
か
ま
ど
の

女
神
L

で
、
小
惑
星
の
中
で
も
最
も
明

る
い
星
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
小
惑
星
の

女
御
し
と
い
う
意
味
で
す
。

ま
だ
¥
(
株
)
ブ
ル
i
ハ
イ
ウ
工
イ
ラ
イ

ン
の
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
・
み
と
L

は
¥
旬

月刊
υ
巴
か
ら
大
洗
港
と
苫
小
枝
港
聞
を

現
在
の
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
・
あ
あ
あ
ら
い
L

と

2
船
体
制
で
¥
日
曜
日
を
除
<
告
白

就
航
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

品
喝
花
束
を
受
け
る
上
野
機
関
長
、
小
津
副
社
長

と
沖
崎
船
長
(
右
か
ら
)

&初入港した「へすていあ」

&華やかに歓迎マーチングドリルを演奏する磯浜小学校の児童

大洗仲霊童襲警麟蕗 (11月18日から)

東富本フェリ一概

大 j先発 室蘭着 室蘭発 大 j先篇

び く と り 23: 30 翌日 18:45 23: 45 翌日 18:30 

(大洗発) 月・水・金 (室蘭発) 火・木・土

大 j先発 塗薦藩 室蘭発 大洗着

へすていあ 23 : 3日 翌日 18:45 23: 45 翌日間:3日

(大j先発) 火・木・土 〔室蘭発) 月・水・金

大洗・室蘭発とも日曜日を除く毎日運航 A パス・トイレ付きの特等室&展望ラウンジ

冬
の
朝
、
白
い
怠
を
吐
き
な
が
ら
、

霜
柱
を
踏
ん
で
登
校
|
|
靴
の
下
で

ザ
ク
ザ
ク
と
鳴
る
の
が
箇
白
く
て
、

み
ん
な
で
競
争
し
な
が
ら
霜
柱
の
上

を
歩
い
た
思
い
出
を
も
っ
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

細
い
氷
の
柱
が
、
と
き
に
は
十
セ

ン
チ
ほ
ど
に
も
伸
び
て
い
て
、
朝
日

に
き
ら
め
く
様
は
美
し
い
も
の
で
す
。

で
も
、
霜
柱
を
見
た
こ
と
が
な
い
人

も
案
外
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
都

市
化
し
た
地
域
が
惜
唱
え
、
畑
や
未
舗

装
の
道
路
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
で

も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
、
霜
柱
は
ど

こ
に
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。霜

柱
は
、
地
中
の
水
分
が
毛
管
琉

象
で
地
表
一
阪
に
染
み
出
て
凍
り
、
細

い
氷
柱
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

が
で
き
る
の
は
零
下
十
度
ぐ
ら
い
ま

で
で
す
。
寒
す
ぎ
る
と
地
面
の
下
で

凍
り
ま
す
。
ま
た
、
土
の
質
に
も
関

係
が
あ
り
ま
す
。
関
東
の
赤
土
な
ど

に
は
籍
柱
が
で
き
や
す
く
、
砂
地
や

粘
土
質
の
土
地
柄
で
は
で
き
に
く
い

の
で
す
。

霜
柱
と
い
う
植
物
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
。
シ
ソ
科
の
多
年
草
で
、

冬
に
枯
れ
た
茎
の
基
部
に
、
霜
柱
の

よ
う
な
氷
結
が
日
比
ら
れ
る
の
で
、
霜

柱
と
か
雪
答
草
の
名
が
あ
り
ま
す

0

.
霜
柱
は
焔
の
表
面
を
押
し
上
げ
た

り
、
寒
冷
地
な
ど
で
は
建
物
や
鉄
道

線
路
を
押
し
上
げ
た
り
し
て
、
と
き

ど
き
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ

う
し
た
冬
の
自
然
災
害
は
、
霜
柱
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
崩
に
よ
る

災
害
も
脅
威
で
す
。
毎
年
十
二
月
一

i
七
日
は
、
「
雪
崩
防
災
遊
間
」
で

す
。
こ
れ
は
雪
崩
災
害
に
対
す
る
理

解
と
関
心
を
深
め
、
雪
崩
に
よ
る
人

命
や
財
産
の
被
害
防
止
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。
雪
崩

の
怖
さ
を
、
も
う
一
度
再
確
認
し
ま

}しト品、「ノ。



に
歩
く
競
技
と
し
て
、
月
刊
誌
「
レ
ク

ザ
エ

l
シ
ョ
ン
」
に
発
表
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

と

も

ち

ゃ

ん

チ

i
ム

準
優
勝
ア
ル
シ
ン
ド
チ
i
ム

第
3
佼
た
か
お
く
ん
チ
i
ム

る
灯
台
は
何
色
」
な
ど
観
察
ゾ

l
ン
が

あ
り
、
親
子
の
皆
さ
ん
は
盛
ん
に
、
お

お
あ
ら
い
の
再
発
見
に
街
中
を
探
し
回

っ
て
い
ま
し
た
。

ウ
ォ

i
ク
ラ
リ
!
の
歴
史
は
、
新
し

く
1
9
7
5
年
に
静
岡
県
教
育
委
員
会

の
渡
辺
き
ん
が
カ

i
ラ
リ
ー
を
ヒ
ン
ト

ー
青
少
年
相
談
員
の
才
田
一
郎
さ
ん
|
|
」

「
茨
城
県
知
事
よ
号
表
彰
さ
れ
る

L

わ
れ
た
、
茨
城
県
青
少
年
相
談
員
研
修

大
会
の
席
上
で
、
橋
本
昌
茨
城
県
知
事

よ
り
優
良
青
少
年
相
談
員
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

オ
閉
さ
ん
は
、
町
の
青
少
年
相
談
員
、

民
生
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
地

域
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
献
身
的
に

努
力
さ
れ
、
現
夜
も
日
夜
積
極
的
に
、
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

褒
賞
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
さ

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
町
の
青
少
年
の

健
全
育
成
の
た
め
ご
活
躍
下
さ
い
。

第264号 (2)

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
定
か
?

⑧
年
金
を
守
る
の
は
あ
な
た
で
す
/

だ
か
ら
次
の
機
会
に
」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
納
め
る
保
険
料
の
金
額
が
増

え
て
「
大
変
だ
か
ら
納
め
ら
れ
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
時
か
ら
未
納

の
ま
ま
に
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う

で
す
。そ

の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
に
は
、
皆

さ
ん
の
お
近
く
に
あ
る
納
税
総
合
や

金
融
機
関
等
の
納
付
組
織
に
加
入
す

る
と
便
利
で
安
心
で
す
。

未
加
入
の
方
は
、
一
日
も
早
く
加

入
手
続
き
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

i

7
・
中
央
公
悶
開
館
に

「
1

1

1

海
の
事
パ
ネ
ん
を
摺
掲
示

中
央
公
民
館
の
入
口
ロ
ビ

l
に
「
海
き
は
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

の
幸
」
の
パ
ネ
ル
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
魚
の
名

前
を
知
っ
て
頂
こ
う
と
、
大
洗
町
漁
業

協
同
組
合
の
小
松
崎
組
合
長
さ
ん
が
寄

贈
し
た
も
の
で
す
。

世
界
中
の
魚
が
ひ
と
呂
で
分
か
る
パ

ネ
ル
却
枚
、
カ
ラ
l
版
で
と
て
も
き
れ

い
な
も
の
で
す
。

魚
は
、

B
本
人
の
食
文
化
。
大
洗
の

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
魚
を

食
べ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
何
種
類
の
魚
を
ご
存
じ
で

す
か
?
、
公
民
館
に
立
ち
寄
ら
れ
た
と

皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を

キ
チ
ン
と
納
め
て
い
ま
す
か
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
老
後
に
お
け
る
老

齢
碁
礎
年
金
や
、
万
一
の
時
の
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

大
洗
町
青
少
年
相
談
員
・
副
会
長
の

オ
回
一
郎
(
磯
浜
町
4
4
8
)
さ
ん
が

日
月
6
臼
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

と
お
り
す
ぎ
て
い
た
街
並
み
、
海
に

ま
つ
わ
る
膝
史
、
潮
風
が
呼
ぴ
ょ
せ
た

文
学
、
近
代
か
ら
未
来
へ
と
は
ば
た
く

大
洗
町
を
家
族
で
発
見
す
る
探
検
隊
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?
:
・
と
、
好
天
に

恵
ま
れ
た
孔
月
7
臼
(
日
)
に
親
子
ウ
オ

ー
ク
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議

(
竹
内
宏
会
長
)
が
主
催
し
た
も
の
で
、

家
族
連
れ
幻
組
出
名
が
ユ
ニ
ー
ク
な
名

前
の
チ
l
ム
名
で
参
加
。

午
前
9
時
却
分
、
町
老
人
憩
い
の
家

前
で
、
指
導
者
か
ら
「
ル
i
ル
は
コ

l
ス

留
に
従
っ
て
歩
き
、
問
題
を
解
き
な
が

ら
決
め
ら
れ
た
時
間
に
到
着
し
て
下
さ

い
」
と
説
明
を
受
け
た
後
、
午
前
日
時

ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
!
?
ッ
プ
を
手
に
親
子

仲
よ
く
探
検
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
常
陽
明
治
記
念
館
毘
辺

を
中
心
に
明
神
町
、
磯
前
神
社
、
大
洗

海
岸
の
自
然
が
豊
富
な
地
域
に
触
れ
、

約
4
M
を
紅
葉
に
満
ち
た
野
山
と
汐
の

香
り
漂
う
街
並
み
の
散
策
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
な
が
ら
、
探
検
し
て
い

ま
し
た
。

途
中
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、

「
水
浜
電
車
は
何
年
頃
ま
で
走
っ
て
い

た
」
「
こ
の
船
は
何
ト
ン
」
「
海
に
見
え

12舟守--31自

覇軍建害時藤幹

納
め
忘
れ
を
な
く
す
る
た
め

納
付
組
織
を
利
用
し
よ
う

保
険
料
を
未
納
に
し
て
い
る
多
く

の
方
は
、
「
つ
い
う
っ
か
り
」
と
か

「
忙
し
か
っ
た
の
で
L

、
「
め
ん
ど
う

t .... ら

議
来
た
す
け
ゅ
の
い

募
金
広
ご
協
力
者

8
・
7
倍
に
当
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

1
9
9
7
年
に
は
、
国
内
の
エ
イ
ズ

串
主
告
が
約
2
千
7
百
人
、
刊
行
Z
V感

染
者
は
約
2
万
3
子
2
苔
人
に
な
る

と
、
予
減
し
て
い
ま
す
。

7{刊
は
舟

1
昌
掠
世
界
エ
イ
ズ
ヂ
i
}
i
i
J

「
「
イ
ズ
ス
ト
ッ
プ
体
職
」
翠
農
轄
し

増
え
て
お
り
、
ま
た
海
外
で
の
感
染

例
も
増
え
て
い
る
の
で
す
。
男
性
に

つ
い
て
も
、
前
盟
と
比
べ
る
と
減
っ

て
い
ま
す
が
、
長
期
的
に
み
る
と
横

ば
い
状
態
で
、
必
ず
し
も
減
少
し
て

い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

平
成
5
年
8
月
末
現
在
、
日
本
の

エ
イ
ズ
串
忽
告
は
6
百
1
人
、
日
I
V

感
染
者
は
2
千
8
百
3
人
で
す
。
し

か
し
、
出
量
官
に
つ
い
て
、
以
前
に
感

染
者
と
し
て
の
報
告
が
な
く
、
串
主
告

と
な
っ
て
初
め
て
報
告
さ
れ
た
ケ
ー

ス
が
呂
立
っ
て
お
り
、
感
染
者
の
潜

在
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生

省
の
「
H
n
I
V
の
疫
学
と
対
策
に
関

す
る
研
究
班
」
に
お
い
て
も
、

1
9

9
2
年
ま
で
の
資
料
を
基
に
現
在
と

将
来
の
推
計
を
出
し
ま
し
た
。

推
計
で
は
、
平
成
4
年
の
国
内
の

H
I
V
感
染
者
(
凝
閤
由
子
製
剤
に

よ
る
も
の
を
除
く
)
は
、
約
7
ヂ
4

百
人
で
、
こ
れ
は
平
成
4
年
ま
で
に

報
告
さ
れ
た
H
I
V
感
染
者
数
の
約

あ

⑧
安
全
額
利
な
振
替
納
税

お

今
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
。
振

替
納
税
(
口
座
引
落
し
)
は
、
現
金

を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全
で
大

変
便
利
で
す
。

う
っ
か
り
納
税
を
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
な
く
、
納
税
し
た
こ
と
が
預
金

共
詞
募
金
運
動
の
一
環
で
あ
る
歳
未

た
す
け
あ
い
運
動
は
、
「
地
域
で
支
え

あ
う
明
る
い
お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
毎
年
四
月
を
強
調
月
間
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
一
戸
別
募
金
を
は
じ
め
、

法
人
募
金
、
学
校
募
金
な
ど
、
た
す
け

あ
い
の
心
で
寄
付
金
を
出
し
合
い
、
民

間
社
会
福
祉
資
金
と
し
て
使
わ
れ
る
も

の
で
す
。

昨
年
の
募
金
額
は
、

2
億
4
千
8
百

万
円
に
の
ぽ
り
、
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
て
在
宅
の
独
居
老
人
及
び

障
害
児
・
者
、
並
び
に
福
祉
施
設
の
入

居
者
等
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
N
H
K
が
中
央
共
同
募
金
会
と

共
催
で
、
全
国
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を

通
じ
て
呼
び
か
け
る
募
金
も
、
ロ
月
1

日
か
ら
お
呂
ま
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
民
間
社
会
福
祉
事
業
の
推
進

の
た
め
に
県
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
先
日
日
茨
城
県
共
同
募
金

会
(
器
削
ー
ー
1
0
3
7
)

通
報
に
も
記
載
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
金
融
機
関

の
窓
口
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
勧
め
し
ま
す
。
安
全
で
便
利
な

振
替
納
税
を
/

今
年
7
j
8
月
の
日
本
の
エ
イ
ズ

申
霊
官
と
日
I
V
感
染
者
の
数
が
、
併

せ
て
U
人
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
報
告
は
、
厚
生
省
の
エ
イ
ズ
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
が
、
2
ヵ
月
単

位
で
発
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
報
告
数
は
、

1
1
2
月
が
白
人
、

3
i
4
同
月
が
社

人
、
そ
し
て
5
1
6
月
が
ね
人
で
し

た
か
ら
、
こ
の
数
字
だ
け
を
み
れ
ば
、

日
本
の
エ
イ
ズ
は
溶
ち
着
い
た
よ
う

に
み
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
回
の
報
告
数
の
減
少
は
、
外

国
人
女
性
の
患
者
・
感
染
者
の
半
減

に
、
主
に
起
聞
出
し
て
い
ま
す
。

お

新
し
い
ス
。
ホ
l
ツ

ベ
タ
ン

v

饗
畿

競
技
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

高
年
者
の
皆
さ
ん
は
、
指
導
員
か
ら

競
技
用
具
と
ゲ

l
ム
の
説
明
、
投
げ
方

や
得
点
計
算
を
嗣
開
い
た
後
、
実
戦
の
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、

3
人
で
1
チ
i
ム
を
つ
く

り
一
球
一
球
狙
い
を
定
め
て
丁
寧
に
投

球
、
高
得
点
に
歓
声
が
沸
く
な
ど
新
し

い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

i
ム
に
会
場

は
大
い
に
感
り
上
が
り
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ベ
タ
ン
ク
競
技
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ

ル
セ
イ
ユ
港
で
船
員
が
、
石
を
投
げ
て

遊
ん
で
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

日
本
ペ
タ
ン
ク
連
盟
が
組
織
さ
れ
、

世
代
を
関
わ
ず
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
。
ル
ー
ル
が
簡
単
で
体
力
も
あ
ま

り
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
各
地
で

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
の
努
力
が

エ
イ
ズ
を
克
廠
す
る

日
月
詑
臼
(
金
)
町
老
人
愁
い
の
家
ゲ

ー
ト
ボ
l
ルコ

l
ト
に
高
年
者
大
学
(
第

お
期
生
)
部
名
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

茨
城
県
わ
く
わ
く
財
団
生
き
が
い
推
進

員
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
お
も
し
ろ
ゲ

ー
ム
健
康
体
操
L

と
題
し
、
ベ
タ
ン
ク

エ
イ
ズ
由
笠
宮
・

H
I
V
感
染
者
を

増
や
す
も
増
や
さ
な
い
も
、
こ
れ
か

ら
の
エ
イ
ズ
対
策
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
盟
で
は
今
年
度
か
ら
「
エ
イ
ズ
ス

ト
ッ
プ
作
戦
」
と
題
し
、
昨
年
度
の

約
5
倍
に
当
た
る
百
1
億
3
千
5
百

万
円
を
か
け
て
、
エ
イ
ズ
克
服
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ロ
月
1
日
は
、
「
世
界
エ
イ
ズ
デ

l
」
で
す
。
こ
の
日
を
機
会
に
、
家

庭
や
職
場
、
友
だ
ち
ゃ
恋
人
と
エ
イ

ズ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
わ
た
し
た
ち
一
人
一

人
の
努
力
で
、
エ
イ
ズ
か
ら
身
を
守

り
、
患
者
と
感
染
者
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

⑮
還
付
金
の
受
取
り
は
口
産
振
込
で

手
続
き
は
申
告
の
際
、
振
込
指
定

金
融
機
関
及
び
口
座
番
号
を
申
告
書

に
記
載
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
還
付

金
額
の
受
取
り
に
本
人
の
銀
行
口
座

に
よ
る
受
取
が
大
変
便
利
で
す
の
で
、

是
非
御
利
用
く
だ
さ
い
。

⑧
に
せ
税

士
に
ご
注
意
を

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
は
、
税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理

税
金
の
申
告
手
続
な
ど
を
税
理
士
に
士
に
依
頼
さ
れ
る
方
が
多
い
こ
と
に

依
頼
さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
便
乗
し
て
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
が
申
告
書
の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と

か
を
税
理
士
証
票
等
で
よ
く
確
か
め
が
あ
り
ま
す
。

て

く

だ

さ

い

。

こ

の

よ

う

な

「

に

せ

税

理

士

」

は

、

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、
法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
頼
し
た
方
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に

税
理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
ご
注
意
く
だ

と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に
さ
い
。

目
立
っ
て
増
え
て
い
る

日
本
人
女
性
の
患
者
や
感
染
者

日
本
人
女
性
に
つ
い
て
は
、
大
幅

な
増
加
が
自
に
つ
き
ま
す
。
去
年
の

1
i
8月
で
は
、
日
本
女
性
の
患
者
・

感
染
者
は
叩
人
で
し
た
が
、
今
年
の

同
じ
時
期
で
は
お
人
と
2
倍
以
上
に

王子成5年12月6日
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も百

高
年
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と

相
互
交
流
の
場
と
し
て
、
毎
回
熱
戦
が

展
開
さ
れ
て
い
る
町
高
年
者
ゲ

l
ト
ボ

ー
ル
秋
季
大
会
が
、
日
月
9
日
(
火
)
町

高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
田
山
己
会
長
)

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

紅
葉
の
中
の
町
老
人
態
い
の
家
ゲ
ー

ト
ボ
!
ル
場
に
、
日
チ
!
ム
町
名
の
選

手
と
各
ク
ラ
ブ
の
応
援
者
も
加
わ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

各
チ
j
ム
と
も
上
位
入
賞
を
目
ざ
し
て

競
技
に
入
り
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
練
習
で

習
得
し
た
技
術
を
随
所
で
発
簿
、
好
プ

レ
ー
が
続
出
す
る
な
ど
、
熱
戦
を
展
開

し
て
い
ま
し
た
。

らあおお

第
3
回
大
洗
町
近
郊
学
童
野
球
大
会

が
日
月
3
8
(
水
)
の
文
化
の
呂
、
町
総

合
運
動
公
闘
で
行
わ
れ
、
地
元
の
大
洗

ス
ポ
少
チ
i
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

(3)第264号

応
援
の
皆
さ
ん
も
、
我
が
チ
l
ム
の

対
戦
に
な
る
と
、
盛
ん
に
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
大
蔵
会
と
旭
会
の
対

戦
。
日
対
日
の
同
点
と
な
り
、
第
一
ゲ

ー
ト
を
通
過
し
た
数
で
勝
敗
を
決
め
る

好
ゲ
ー
ム
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

秋
の
日
ざ
し
も
落
ち
た
午
後
4
持、

閉
会
式
が
行
わ
れ
大
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
高
年
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

大

蔵

会

準

優

勝

鳩

会

第
3
位
永
十
一
支
出

親
子
ふ
れ
あ
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

が
、
日
月
川
抗
日
(
日
)
磯
浜
小
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
は
、
大
洗
青
年
会
議
所
の
青
少

年
育
成
事
業
の
一
環
で
行
っ
た
も
の
で

今
回
が
始
め
て
。
大
洗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
口
組
(
討

さ
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
参
加
者
全
員
が
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
体
を
解

し
、
基
本
練
留
に
入
り
、
ラ
ケ
ッ
ト
の

持
ち
方
・
サ
i
ブ
の
打
ち
方
の
指
導
を

受
け
た
後
、
競
技
に
移
り
ま
し
た
。

幼
児
の
部
と
小
学
生
の
部
の
親
子
に

別
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
、
一
生
懸
命
に

プ
レ

l
。
水
鳥
の
シ
ャ
ト
ル
(
羽
根
)
を

使
つ
て
の
試
合
に
、
大
変
感
激
し
て
い

閉
山
盟

駅
間
関
川
町
一

町
民
テ
ニ
ス
大
会
が
日
月
日
日
の
体

育
の
日
、
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
の
皆
さ
ん
は
、
楽
し

い
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

ニ
由
個
人
大
金
を
開
催

第
刊
山
田
を
迎
え
た
大
会
に
、
男
子
同

組
回
名
と
女
子
7
組
目
名
が
参
加
し
て

友
好
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
秋
空
の

下
、
日
頃
の
練
習
に
励
ん
だ
成
果
を
充

分
発
揮
し
て
、
迫
力
あ
る
熱
戦
を
展
開

し
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

O
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優

勝

堀

内

・

勝

山

組

準

優

勝

芝

沼

・

庄

司

組

第
3
位

水

野

・

中

桐

級

O
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優

勝

中

山

・

小

泉

級

準

優

勝

茅

根

・

青

山

組

第
3
位

坂

本

・

長

谷

川

組

和
義自

@
関
根
さ
ん
大
輪
鱗

ー
摺
府
高
校
関
飢
鮭
競
蓮
大
金

i

根
伸
枝
(
大
賞
町
2
7
6
)
さ
ん
(
キ
リ

ス
ト
高
校
)
が
3
区
(
3
キ
ロ
)
叩
分
日

秒
の
区
間
最
高
記
録
を
出
し
て
チ
l
ム

に
貢
献
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
両
校
は
、
ロ
月
初
日
京
都

市
で
開
催
さ
れ
る
第
品
回
全
田
高
等
学

校
駅
伝
大
会
(
女
子
は
第
5
回
)
の
出

場
権
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。

ご
活
躍
を
お
析
り
い
た
し
ま
す
。

全
国
高
等
学
校
駅
伝
大
会
の
予
選
を

兼
ね
た
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会
が
日
月

5
日
、
那
珂
町
の
笠
松
運
動
公
濁
を
中

心
に
男
女
合
わ
せ
て
臼
校
が
参
加
し
て

行
わ
れ
男
子
の
部
は
、
水
戸
工
業
高

校
、
女
子
の
部
は
、
キ
リ
ス
ト
高
校
が

優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
、
出
場
し
た
和
地
康
哲

(
神
山
町
竹
|
4
)
君
(
水
戸
工
業
高

校
)
が
7
区

(
5
キ
ロ
)
日
分
的
秒
。
関

ー
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ポ
i
ん
大
会
l

l

」

「
i

i

大
洗
ク
ラ
ブ
が
擾
勝

l
L

試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔A
ブ
ロ
ッ
ク
〕

優

勝

大

洗

ク

ラ

ブ

準
優
勝
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ

第
3
位
い
わ
ふ
ね
ク
ラ
ブ

〔8
ブ
ロ
ッ
ク
)

優

勝

オ

リ

!

ブ

ク

ラ

ブ

準
優
勝
ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ

第
3
位

若

葉

ク

ラ

ブ

日
月
出
臼
(
日
)
町
の
総
合
運
動
公
園

体
育
館
で
第
何
日
田
町
民
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
体
育
協
会
、
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
日
明
、
家
事
や
育
児
に
と
忙

し
い
生
活
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の

少
な
い
地
域
婦
人
が
集
ま
り
、
相
互
の

親
睦
と
体
力
増
進
を
図
る
こ
と
を
呂
的

に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

町
内
の

6
チ
i
ム
の
?
?
さ
ん
ク
ラ

ブ
が
参
加
。
館
内
は
、
応
援
に
か
け
つ

け
た
家
族
の
熱
い
声
援
が
飛
び
交
い
、

お
母
さ
ん
遠
の
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
随

所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
二
連
覇
中
の
オ
リ
ー
ブ
ク
ラ

ブ
と
優
勝
候
補
の
大
洗
ク
ラ
ブ
が
初
戦

か
ら
対
戦
。
試
合
巧
者
の
大
洗
ク
ラ
ブ

が
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、
逆
転
で
オ
リ
ー

ブ
ク
ラ
ブ
を
破
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

A
-
B
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
対
戦
、

圧
倒
的
な
強
き
で
勝
ち
進
み
、
見
事
優

勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

事
詩
ト
@

唱す 獅子顕と後ろに山車を入れ

て、お祭りの雰間気を出して

見ました。

35-105ズーム

V シラサギの逆光に、透ける翼を

強調して見ました。

400ミリ F5.6オート

松野洋治 F5.6オート

郡司浩行

〔
評
)
お
祭
り
の
躍
動
感
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

絹
針

弘
己

〔評〕 白鷺の撮影は、特に難しいモ

チーフですが、この写真は飛び出す

瞬間を見事に捕らえた作品である。

(絹針弘己)

お
お

ら

7
大
洗
前
近
郊
学
童
野
職
大
会
|
」

「
|
|
大
洗
ス
ポ
i
ツ
少
年
間
か
罷
勝

L

こ
れ
は
、
大
洗
町
叫
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
罰
が
主
催
し
た
も
の
で
、
実
績
の
あ

る
日
の
チ
!
ム
を
招
待
。
親
睦
と
交
流

を
深
め
て
い
v

ま
し
た
。

大
洗
ス
ポ
少
チ
i
ム
は
、

A
ブ
ロ
ッ

ク
に
出
場
、
若
手
と
し
て
い
た
鉾
田
黒

潮
チ
!
ム
と
対
戦
。
熱
戦
の
末
、

1
対

0
で
勝
ち
進
み
、
茨
城
ブ
ァ
イ
タ

i
ズ

に
日
対
1
と
圧
勝
、
応
援
席
の
父
母
か

ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

試
合
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
大
賞
清

、
王
将
(
大
洗
ス
ポ
少
)
に
真
新
し
い
大

洗
杯
が
手
渡
さ
れ
優
勝
を
噛
み
締
め
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
優
秀
選
手
に
古
口

問
友
規
君
(
大
洗
ス
ボ
少
)
が
選
ば
れ
、

竹
内
宏
(
町
長
)
大
会
会
長
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

制ド
後

藤

魯

泉

選

月
を
待
つ
風
の
き
で
あ
り
に
け
り

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
陰
膝
八
月
十
五
夜
の
円
九
の
出

を
待
ち
、
時
亡
ヶ
涼
の
嵐
の
中
に
居
る
。

月
今
宵
と
云
う
一
一
日
商
業
が
あ
る
。
月
見

る
月
は
こ
の
月
の
月
と
も
一
玄
う
。
こ

の
句
、
娘
の
前
の
せ
を
さ
り
げ
な
く

詠
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
同
じ
よ
う

に
風
に
吹
か
れ
立
つ
作
者
自
身
の
姿

も
見
え
て
く
る
処
が
凄
い
。

い
た
MZC

菊
花
展
富
士
の
漠
ま
だ
奮

夏

海

大

貫

千

代

子

〔
評
〕
菊
花
展
中
ひ
と
き
わ
異
彩
を

放
っ
小
菊
仕
立
て
の
富
士
の
山
。
而

し
よ
く
見
る
と
、
山
頂
の
冠
雪
に
擬

し
た
岳
菊
だ
け
が
咲
き
揃
わ
ず
、
ま

だ
奮
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
菊
花
展
、
む
し
ろ
初
々

し
く
て
い
い
。

何
処
向
く
も
大
秋
晴
の
中
に
あ
り

桜

道

真

田

空

間

〔
評
〕
大
秋
精
で
あ
る
。
ど
こ
を
見

渡
し
て
も
真
っ
青
な
空
と
輝
く
大
地

が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
荒
田
ぐ
わ
し

い
空
気
、
燦
々
と
尽
を
照
り
返
す
草

木
、
今
、
大
秋
晴
の
真
っ
ロ
ハ
中
に
居

る
の
だ
。

通
勤
の
朝
な
夕
な
の
渡
り
鳥

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
白
鳥
、
雁
、
鴨
、
千
鳥
等
、

B
本
の
秋
を
慕
っ
て
く
る
鳥
達
。
通

勤
の
途
次
、
仰
ぐ
空
の
一
角
に
雁
行

し
て
そ
れ
と
判
る
一
群
を
認
め
た
時

の
感
慨
。

樹
々
の
葉
の
音
を
伝
へ
て
秋
の
風

新

町

岸

和

田

和

子

〔
評
〕
秋
風
が
、
梢
で
葉
を
騒
が
せ

て
い
る
。
固
い
乾
い
た
音
で
あ
る
。

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
音
で
あ
る
。

集
金
の
帰
途
を
照
ら
し
ぬ
後
の
月

角

一

前

原

青

嵐

(
評
〕
つ
る
べ
落
し
に
日
が
暮
れ
て

し
ま
っ
た
が
、
幸
い
今
出
荷
は
十
三
夜
-

集
金
帰
り
の
夜
道
を
、
後
の
名
月
が

あ
か
あ
か
と
照
ら
し
て
呉
れ
て
い
る

の
だ
。

風
に
乗
り
黄
蝶
白
蝶
草
の
総

明

神

町

田

中

勝

枝

〔
評
〕
わ
が
身
ほ
と
り
の
秋
風
に
吹

か
れ
漂
う
も
の
、
そ
れ
は
黄
蝶
で
あ

り
、
白
蝶
で
あ
り
、
慈
の
穂
繁
で
あ

る
。
透
明
の
大
気
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

色
が
、
ひ
ら
ひ
ら
、
き
ら
き
ら
と
彩

っ
て
い
る
の
だ
。

秋
風
の
高
さ
の
頬
の
あ
た
り
と
も

髭

釜

岸

根

世

可

子

な
な
か
ま
ど
燃
え
ひ
と
す
じ
の
滝
落

つ

る

髭

釜

川

上

弘

配
持
転
酔
ひ
た
る
ま
ま
に
枯
れ
て
を

り

桜

道

蒸

留

静

子

せ
喜
れ
い

鵠
鵠
の
す
ぐ
に
朔
た
ん
と
す
る
構
へ

明
神
町
小
松
崎
十
吉

丹
精
の
白
菊
な
り
し
前
回
り
く
れ
し

蔵

前

大

場

湖

舟

追
ひ
か
け
し
追
ひ
か
け
ら
れ
し
草
の

紫

明

神

町

大

川

た

か

病
床
の
老
の
身
に
吹
く
秋
の
風

髭

釜

清

水

拡

一

朗

学
童
の
ス
ケ
ッ
チ
の
中
柿
一
つ

永

町

川

上

ひ

き

兄
の
来
し
臼
は
と
り
わ
け
て
短
か
か

り

明

神

町

小

松

崎

美

代

闇
一
一
…
壊
は
出
船
の
し
る
し
議
日
和

大

洗

原

研

長

谷

川

進

吊
橋
の
影
ゆ
れ
て
を
り
鎗
紅
葉

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

林
道
の
奥
の
奥
ま
で
敷
く
落
葉

髭

釜

稲

田

富

穂

大
い
な
る
願
に
昼
の
流
れ
け
り

磯

浜

浅

田

凡

道

子

城
跡
の
秋
蚊
に
適
は
れ
す
べ
り
洛
つ

蔵

前

回

山

佳

風

は
る
か
よ
り
沖
に
連
な
る
鰯
雲

祝

町

今

川

う

め

名
月
や
流
れ
る
一
蜜
の
切
れ
間
よ
り

祝

町

今

川

田

成

活
け
あ
る
は
み
な
秋
桜
無
人
駅

永

町

桜

井

政

吉
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日
月
3
日
の
「
文
化
の
臼
」
、
き
わ
や

か
な
秋
空
の
下
で

η
愛
し
て
い
ま
す
/

大
洗
。
を
テ
!
?
に
回
大
洗
町
商
工
産

業
祭
が
大
洗
サ
ン
ビ

l
チ
海
岸
多
目
的

広
場
で
盛
大
に
関
僕
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
叩
持
、
ス
テ
ー
ジ
で
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
小
松
崎
商
工

会
長
、
竹
内
町
長
、
出
山
県
議
、
小
松

崎
議
長
の
挨
拶
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
早
朝
か
ら
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
地
元
の
新
鮮
な
野

菜
即
売
、
は
ま
ぐ
り
・
さ
ん
ま
子
・
し

ら
す
干
等
の
水
産
物
郎
売
を
は
じ
め
、

や
き
そ
ば
、
焼
き
い
も
、
お
で
ん
、
飲

料
水
、
ケ
ー
キ
等
々
の
各
種
模
様
底
。

もあおお平成5年12月68

惨
人
気
の
あ
っ
た
「
は
ま
く
り
」

場売
一
概'Ar6 

r
榔

、
白
思
ホ

A
品

各
種
団
体
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
1

・
バ
ザ
ー

ル
や
展
示
P
R会
場
は
活
気
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
は
、
つ
り
堀
、
サ
イ

コ
ロ
ゲ

i
ム
、
ボ
ー
ル
投
げ
、

P
K
合

戦
、
フ
ァ

i
フ
ァ

i
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

号
に
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
原
子
力
の
4

事
業
所
で
は
、
ア
ト
ム
ワ
ー
ル
ド
を
開

設
し
て
マ
ニ
プ
レ

l
タ
で
ボ
!
ル
を
つ

か
ん
だ
り
、
宝
探
し
ゲ

l
ム
等
原
子
力

の
広
報
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
広
場
で
は
、
大
洗
高
校
マ

i
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
、
か
わ
い
い

明
石
保
育
題
児
の
演
奏
と
仮
装
行
列
、

大
洗
青
年
会
議
所
の
ミ
ニ
劇
「
パ
ッ
ク
・

ト
ウ
・
ザ
・
フ
ュ

i
チ
ャ

i
大
洗
」
(
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
)
、
柳
家
は
ん
治
(
落
語
家
)

さ
ん
の
落
語
、
荒
磯
太
鼓
、

O
×
ク
イ

ズ
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

各
種
の
出
底
、
ス
テ
ー
ジ
広
場
や
お

祭
り
広
場
は
、
終
巨
お
祭
り
気
分
を
盛

り
上
げ
大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

H 

様テ中 T た 払 町、 処九 一一一
ー 持ぬよ 川滅 後総 滋議 議絵 「一寸

れれ問ぷ~常習婚記対i 機議題欝百い
日高ヂ豪雪 wl !三官群議議懸欝譲欝す|新
主主宰じ長長醒?機鶏鱗騒騒験講轍議離麟議室↓ i盤
ごイ言れ朝(桟時 IJ 磯鱗撃機数翻鱗機織機鱒蟻麟轍灘鱒議欝 轡 ー

叫 Z日旦三冷霊嬬巨 γ欝?翻轍麟鱗;11目麟自
すり巳、を麟苗平議熱&詳誠千 麟麟麟鱒鞠西悶「

お町ま品 N解持7罫果型 附警雪雲議緩鮮鱗 昔醸総鞠磯鱗麟欝鱗欝麟欝翻盤欝繍鱒 F芹戸 開
か民す り T 消 蜘 Lみ斗以ムぷ~ w桝ダげw 襲欝霊 ;滅誠懇翻饗懇繍鱗鱗欝欝麟鱗鱗欝鱗譲繍欝 居齢宰 . .. へ
t咋妥円町吋奈 K可Z吋移十¥騒盤轟麟欝盤麟轟言司間刈

嘩噂 驚い浴ス乗 め々 が にン造削
主主船い設室カ船正新貨フ昭披・船樹首

U需立三?-T主全護軍 til官官云色い
国学ま大舵夕、関をの l 年て本土~

純二後しき案 i率係 増で 3 いフ去品来 、たさ 等に両者 重加結 月まエ r誠
ヰレ。に々乗Ej3はしにば大しり P 繭置をl

cトス 、見り板王手た伴れ洗た I~ 筒n， I 
す ト 皆 学、 を両 もい 竿港 側 1 ''1#'1. 

J ラ き。客 見デの 、やと γ5、傘， I 
ン ん素室たツで増 8 北 を~
で は晴、後キす使年海 関 o

大ら展、か。の、道 係 o L__j 
i 変し望エら た年問 者ト

て
参
り
ま
し
た
。

本
年
度
、
民
放
4
社
と
の
契
約
更
新

に
当
り
、
新
た
に
鮒
テ
レ
ビ
東
京
が
加

わ
り
町
で
は
中
継
局
舎
の
増
設
工
事
を

行
な
い
日
月
下
旬
よ
り
民
放
5
社
に
よ

る
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

&アトムワールド

大洗テレピE骨髄関サービス@エリア

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
「
へ
す
て
い
あ
」
の

就
航
を
お
祝
い
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
日
時
加
分
、
室
蘭
市
長
一
行
を

乗
せ
第
1
便
が
北
海
道
室
鶴
港
に
向
け

て
山
山
航
い
た
し
ま
し
た
。

〈
日
舟
開
問
問
)

こ
れ
に
よ
り
U
H
F
ア
ン
テ
ナ
で
、

す
べ
て
の
番
組
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ご
利
用
下
さ
い
。

A 送信アンテナ

チャンネJIAet
次のとおりです

間各 称 チャンネル

N T V 39 C H 

す B S 41 C H 

フジテレビ 43 C H 

テレビ朝日 45 C H 

テレビ東京 47 C H 

町名 金額

前原 1 16，000円

" 2 19，500円

" 3 15，000円

原研住宅 22，500円

東北大寮 5，000円

神 山 10，000円
)11 口 6，500円

荒 谷 23，500円

浜 欠 4，500円

古 宿 34，000向

上 f言 18，500円

中 f首 17，000Pi 
下 宿 13，500円

矢 場 13，500円

子 拓 5，500円

松川報告 11 ，500円

松)11第一 9，000円

松川中部 7，500円

松)11共励 6，000円

松)11第二 8，500円

大 谷 )11 6，000円

成 図 7，000円

合計 2，679，950円

町名 金額

高合 j度 1 10，000円

" 217)1 13，000円

" 217)2 7，500円

" 2σ) 3 10，500円

" 3 19，500円

" 4 13，000円

蔵前 1 19，800向

" 2 14，500円
1/ 3 10，000丹

" 4 13，000円

上宿 1 10，500円

" 3 14，500円

中宿 l 15，000円

" 2 15，000円

北清水 l 18，500円

" 2 12，000円

南清水 1 6，500円

" 2 12，500円

" 3 9，000円

角-1 14，000円

" 217)1 18，000円

" 217)2 17，500円

" 317)1 14，500円

" 3グ)2 13，500円
1/ 4 8，500円

" 5 19，500円

" 6 15，000円

平日 童向 31，500円

富士見台 10，500円

町名 金額

永釘16の2 24，500円

" 16グ)3 31，500円

" 17 27，000円

髭釜 1 22，000円
1/ 2 18，500円
1/ 3 19，300円

" 4 13，500円

" 5 17，500円

" 6 12，000円

" 7 16，000円

" 9 14，000問

" 10グ)1 30，500円

" 10グ)2 26，500円

" 10の 3 22，750同

"11グ)1 27，000円

"11グ)2 33，500円

" 12 22，000円

寺釜 1 13，500円
1/ 2 14，000円

" 3 14，000円

" 4 8，000円|

" 5 11 ，500円

" 6 11，500円
1/ 7 8，500円

" 8 10，000円
1/ 9 11 ，000円
H 10 12，000丹

" 11 20，500円

" 12 7，000円

平成5年度

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
災
害
赦
護
、
血

液
事
業
の
推
進
、
青
少
年
赤
十
字
の
育

成
な
ど
、
数
多
く
の
赤
十
字
事
業
に
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
内

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
未
獲
理
の
町
内
が
若
干
あ
り

ま
す
が
、
現
在
も
運
動
期
間
中
で
す
の

で
、
重
ね
て
ご
協
カ
下
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
「
赤
十
字
社
費
増
強
運
動
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
、
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
町

民
の
み
な
き
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
認
月
1
5
現
在
で
は
、

社
費
二
百
六
十
七
万
九
千
九
百
五
十
円

が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
、
え
に

町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
内
会
長
さ
ん
各

位
の
深
い
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

留了 名 金額

新 町 6 28，500円

1/ 7の 1 8，500円

1/ 717)2 8，000円

" 7グ)3 17，500円

" 8 14，000円

" 9の 2 19，500円

" 10 11，500円
1/ 11 11，500円
1/ 12 11，500円

五反回 l 8，000円

" 2 12，500円
1/ 3 7，500円

永町 l 11，000円

" 2 14，500円

" 3 13，000円

" 4 10，500円

" 5 13，500円

" 6 13，000円
1/ 7 16，600問

" 8 11，500円
1/ 9 18，000円

" 10 33，000円

" 11 13，500円

" 12 15，500円
1/ 13 39，500円
1/ 14 27，500円

1/ 15グ)1 31，000円

" 15の 2 14，000円

" 16グ)1 30，500円

lllJ名 金額

金沢 2 13，000円

" 3 13，500円

" 4 16，500円

" 5 19，500円

祝町 1 42，500円

" 2グ)1 17，000円
1/ 217)2 23，000円
1/ 3 13，500円
1/ 4 28，000円
1/ 5 20，500円
1/ 6 6，500円

" 7 8，000丹

" 8 9，500円

松ケ丘1 24，000円

" 2 22，000円

通町 1 11，000円
1/ 2 28，000円
1/ 3 8，500円

新町1の1 11 ，000円

" 1グ)2 5，500向

" 2グ)1 7，000円

" 2グ)2 4，500円

" 317)1 9，500円

" 3グ)2 18，000円

" 4 8，500円

" 5 19，000円

" 5の 1 15，500円

" 5グ)2 9，500円

" 5の 3 18，000円

町 名 金額

明神器J1 19，500円

" 2 26，000円

" 3のよ 14，500円

" 3の下 12，500円

" 4 11，500円

" 5 22，000円

" 6 14，000円

" 7 18，000円

" 817)1 10，000円
1/ 8グ)2 9，000円

1/ 8の 3 11 ，500丹

" 9 16，500円

" 10 11 ，500円

東光台 1 50，000円
1/ 2 30，000円
1/ 3 38，500円

一丁目 2 17，500円
1/ 3 11，500円

" 5 10，000円

汐見ヶ丘 13，000円

二丁目lのl 13，500円

" 1σ) 2 15，000円

" 2 30，000Pi 

" 3 29，000円

" 4 12，000円

仲町 2 18，200円

" 3 17，000円

" 4 23，000円

金沢 l 14，000円
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「
文
化
の
日
」
の
日
月
3
日
を
中
心
に

第
四
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
が
大
洗
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
の
部
で
は
、
書
道
を
は
じ
め
美

術
・
写
真
・
短
歌
・
詩
・
俳
句
・
い
け
ば

な
・
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー
・
小
中
学
生
の
作

品
等
総
数
1
、
0
2
0
点
の
カ
作
が
日
月

1
日
か
ら
3
日
ま
で
展
示
さ
れ
、
地
域

の
文
化
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

発
表
の
部
は
、
俳
句
会
・
短
歌
会
・

吟
詠
剣
詩
舞
・
音
楽
・
臼
本
舞
踊
・
茶

会
・
民
謡
・
民
舞
・
新
舞
踊
が
日
月
日

日
か
ら
日
月
7
日
ま
で
大
ホ

i
ル
等
の

会
場
で
発
表
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
町
民

の
駒
田
さ
ん
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洗
郵
便
局
で
は
、
郵
便
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
年
賀
は
が
き
の
奴
売

と
郵
便
相
談
を
開
設
。
大
洗
く
ら
し
の

会
は
、
「
く
ら
し
に
役
立
つ
ゴ
ミ
」
を
テ

!
?
に
ま
だ
使
、
え
る
ゴ
ミ
を
展
示
し
た

り
、
一
廃
油
を
一
使
つ
て
の
石
鹸
づ
く
り
の

指
導
と
パ
ネ
ル
を
展
示
、
興
味
を
持
つ

(5)第264号

惨

授

賞

式

て
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

更
に
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
の
「
す
こ
や
か
人
生
は
食
生
活
か

ら
」
と
題
し
て
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
健
康
食
品
等
の
?
R
を
熱
心
に
努

め
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
山
村
暮
鳥
が
縁
で
結
ば
れ

た
「
文
化
友
好
の
町
」
群
馬
町
の
皆
さ

ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
文
化
友
好
の

き
づ
な
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
部
門
に
入
賞
さ
れ
た
方

に
対
し
て
の
表
彰
式
が
孔
月
3
5
役
場

会
議
室
で
行
わ
れ
、
知
事
賞
や
芸
文
協

会
長
賞
が
鶏
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
の
後
、
町
芸
術
文
化
協
議
会
名

誉
会
長
の
竹
内
町
長
が
「
受
賞
者
の
皆

{
書
道
の
部
}

知

事

賞

八

木

妙

子

優
秀
賞
高
柳
勝
寿
・
伊
藤

山
口
も
冶
ゑ
・
磯
崎

小

林

恭

子

奨
励
賞
広
瀬
光
子
・
菅
谷
邦
子

自
ロ
文
子
・
大
川
ま
さ
子

小
松
崎
藤
吉
・
大
内
紀
子

関
根
悦
子
・
弦
巻
カ
ヨ
子

高
柳
健
治
・
川
上
弘
子

弦

巻

広

美

{
美
術
の
部
}

優
秀
賞
飯
田
政
子
・
榎
津
美
登
里

川
又
和
敏

倉
持
真
一
一
一
郎
・
横
倉
ト
シ

古
渡
節
子
・
金
沢
重
光

庄
司
叫
ハ
ツ
ヨ
・
居
中
百
合
子

(
敬
称
略
)

奨
励
賞

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
指
導
育
成
し
て

頂
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
っ

ご
ざ
い
ま
す
。

袋
一
一
小
部
門
出
品
数

書

道

美

術
写

真

俳
句
・
詩
・
短
歌

い

す

ば

な

趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

計

入
賞
者
数

知

事

優

秀

奨

励
計

1 

o 1 1 1 4 
2 1 74 7  9 2 
00 0  1 559  
点、点、点、点、点、点、点、

賞 賞賞

1
4
名

1
3
名

2
9
名

4
6
名

』
明
綬
賞
式
で
挨
拶
す
る
後
藤
芸
文
会
長

麗
一
郡
部
開
リ
入
麓
審

慶
江

礼
子

相
沢

{
写
真
の
部
}

知

事

賞

海

野

倉

造

優

秀

賞

萩

谷

茂

・

大

和

mm康
雄

伊

藤

雅

彦

奨
励
賞
高
橋
和
豊
・
山
田
純
史

大
輪
温
子
・
飛
回
哲
男

小
松
崎
弘

{
短
歌
会
}

知
事
賞
照
沼
と
よ
子

優

秀

賞

勝

山

一

美

奨
励
賞
三
村
佳
江
・
滝
ヶ
崎
東
士
口

川
上
冬
樹
・
関
根
秀
子

{
俳
句
会
}

知

事

費

川

崎

京

子

優
秀
賞
岸
根
世
弓
子

奨
励
賞
加
藤
宗
一
・
岸
和
田
和
子

と
き

大洗町告示第35号
地方自治法第243条の3第1項及び大洗町財政状況の作成及び

公表に関する条例により、私たちの町の財政状況(平成 5年 4

月1日から 9月30日)を次のとおり公表します。

平成 5年12月 1日

宏竹内大洗町長

鱗ー鍛合計予算執行状況

(歳入) (単位.千円)

B: 分 毛見計予算額

人 件 費 1，881，052 

物 f牛 費 794，071 

維 持 補 修 費 52，020 

扶 助 費 570，583 

補 助 費 等 754，692 

普通建設事業費 1，317，261 

(1) 補 助 33，000 

(2) 単 1虫 1，284，261 

災害復旧事業費 1 

よ̂み
イ責 費 693，826 

干責 立 金 183，692 

投資及び出資金 60，207 

貸 イす 金 9，162 

繰 出 金 637，359 

予 備 費 23，265 

メ口入 言十 6，977，191 

(性質盟IJ)(単位:千円， %) 

区 分 現計予算額 繰繰越事越業費額等 予充備当額費 言十 支出済額 執行主幹

1 .議 会 費 120，702 120，702 58，153 48.2 

2.総 務 費 1，190，616 50，912 3，000 1，244，528 604，795 48.6 

3.民 生 費 1，078，367 496 1，078，863 378，763 35.1 

4.衛 主主 費 1，322，204 37，359 1，359，563 392，461 28.9 

5 労 1動 費 87 87 87 100.0 

6.農林水産業費 308，333 543 308，876 89，510 29.0 

ー
エ 費 267，784 267，784 113，667 42.4 

木 費 1，054，279 自，100 2，100 1，065，479 81，957 7.7 

9. i吉 F方 費 317，298 380 317，678 128，653 40.5 

10 教 育 費 547，751 547，751 272，784 49.8 

11.災害復旧費 1 1 。 0.0 

12.公 イ責 費 693，976 693，976 308，745 44.5 

13. ~者支出金 52，528 52，528 52，527 100.0 

14 予 イ蒲 費 23，265 ム6，519 16，746 。 0.0 

歳出合計 6，977，191 97，371 7，074，562 2，482，102 35.1 

(平成 5年 9月初日現在)

出(歳(単位:二千円， %) 

区 分 現計予算額 繰繰越越額事充業当望財者等源 計 i収入済額 収入率

1 .町 税 2，736，278 2，736，278 1，803，467 65.9 

2.地 方 議 与 税 146，674 146，674 32，904 22.4 

3.利子宮j交付金 66，780 66，780 24，857 

4 交ゴノ付レ7金場利用税 46，100 46，100 18，110 

5 . 特交別付地金方消費税 17，410 17，410 。 0.0 

6. 交自動付車金取得税 47，655 47，655 12，798 26.9 

7.地 方 交 付 税 662，594 662，594 710，984 107.3 

8. 特交通別安交全付対金策 5，000 5，000 2，874 

9. 分負担担金金及び 215，923 215，923 51，474 23.8 

10. 使手数用料料及び 231，118 231，118 121，917 52.8 

11.国庫支出金 566，512 566，512 55，693 9.8 

12.県支出金 330，319 330，319 67，978 20.6 

13.財産収入 235，829 235，829 172，611 73.2 

14.寄 F骨 金 5，503 5，503 6，060 110司 l

15 繰 入 金 514，132 514，132 。 0.0 

16.繰 越 金 113，128 57，571 170，699 341，395 200.0 

17.諸 時1 入 429，836 429，836 23，793 5.5 

18.町 {責 606，400 39，800 646，200 34，800 5.4 

歳入合計 6，977，191 97，371 7，074，562 3，481，715 49.2 

(平成5年9月初日現在)(平成 5年 9月30お玉見在)

(単位:千河， %) 

執 行 告買

会 計 名 現計予算額 高是 入 君主 出

収入済額 収入率 支出i斉額 執行率

国民健康保険特別会計 1，684，178 701，619 41.7 570，061 33.8 

老人保健特別会計 1，373，076 561，788 40.9 565，476 41.2 

収益的
(収入) 436，431 221，301 50.7 

(支出) 436，431 125，580 28.8 
水道事業会計

(収入) 267，868 5，948 2.2 
資本的

(支出) 372，566 52，348 14.1 

収主主的
(収入) 64，485 28，336 43.9 

地方卸売市場冷凍 (支出) 61，165 22，895 37.4 

冷蔵事業特別会計
資本的

(収入) 92 。 0.0 

(支出) 3，412 1，629 47.8 

桜道土地区画室差湾事業特別会計 227，567 1，960 0.9 55，043 24.2 

公平委員会特別会計 13，096 7，019 53.6 5，905 45.1 

公共下水道事業特別会計 939，279 38，859 4.1 52，820 5.6 

(平成 5年 9月初日現定)

欝特別会計歳入歳出予算執行状況警 暴 一 般 会 計 地 方債現準高(単位:千円， %) 

区 分 7G金未償還額 構成比

一般公共事業債 319，104 6.9 

一 般 単 独 事 業{責 2，575，783 55.4 

公営住宅建設事業{責 369，930 8.0 

義務教育施設整備事業債 36，628 0.8 

災害復旧事業僚 。 。。
一般廃棄物処理事業債 2，100 0.1 

厚生福祉施設主主備事業債 241，623 5.2 

転 貸 償 2，094 0.1 

員オ i湾、 対 策 イ責 479，248 10.3 

臨 時 財 政 特例償 18，015 0.4 

言寄 主主 {責 117，026 2.5 

県 貸 {寸 金 382，615 8.2 

そ (7) 他 100，620 2.1 

之o、 言十 4，644，786 100.0 

(平成5年9月30日現在)

運勢一披金書十町有財産の状況

J:t包・・・・・・・・・・・・・…・'2，197，028.67m'

2. 普通財産…"'1，610，829.75m'

2.基

1 .行政財産…・…"586，198.92m'

物....・ H ・.......・ H ・..61，433.27m' 

1 .行政財産....・H ・.61，013.58m' 

2. 苦手通財産・…....・ H ・"'419.69m'

1 有価証券....・ H ・-…71，652千円

金…… 3，074，333千円

曜量土

⑧主主

@有価証券・基金…… 3，145，985千円

(平成5年 9月30日現在)



あ 第264号 (6)

白
銀
の
世
界
で
初
す
べ
り
の
ス
キ
ー

を
と
お
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
i
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
た
め
の
ス
キ
i
教
室
も
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で

も
ご
家
族
で
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

ま
た
手
軽
な
、
ウ
ェ
ア
・
ス
キ
!
板
・

L、ら

参
加
者
募
集

大
洗
町
叫
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

ス
キ
i
ツ
ア
ー
を
次
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
ど
う
ぞ
募

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

0
日
時
平
成
6
年
2
月
口
日
(
木
)

夜
出
発
j
m
B
(
日
)

O
場
所
蔵
王
ス
キ
i
場
(
山
形
県
)

o
参
加
費
3
0
、
0
0
0
円

O
人
員
却
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
)

物
貸
切
パ
ス
利
用

導
日
本
ス
キ
l
連
盟
公
認
指

導
員
が
班
別
に
指
導

おお

。。
指乗

O
申
込
先ー

暴
力
過
般

平成5年12月6臼

今
、
警
察
で
は
暴
カ
団
の
壊
滅
を
目

指
し
取
締
り
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は

安
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

食
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

女
暴
力
部
に
金
を
出
容
な
い

「
暴
力
追
放
三
な
い
運
動
」
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
て
暴
力
団
を
社
会
的
に
孤
立

さ
せ
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
社
会
の
中
で

ス
ト
ッ
ク
・
ブ
i
ツ
・
帽
子
・
グ
ロ
ー
ブ

等
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
勺
(
実
費
)

主
催
大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議

日
時
平
成
6
年
1
月
8
B
(
土
)

午
前
4
時
泊
分
集
合

(
午
前
5
持
出
発
、
午
後
8

持
大
洗
着
)

場
所
栃
木
県
鶏
頂
山
ス
キ
l
場

交
通
貸
切
り
パ
ス

集
合
場
所
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
東
側

駐
車
場

参
加
者
町
内
の
小
学
校
1
年
生
以
上

の
親
子
剖
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
)

参
加
費
親
1
人
に
つ
き
3
、
5
0
0
円

子
1
人
に
つ
き
3
、
0
0
0
円

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

※
ロ
月
初
日
(
月
)
ま
で
に
中
央
公
民
館

(
宮
伺
1
2
4
4
2
)
へ
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

@
関
根
理
容
庖
(
2
丁
目
)

宮
町
1
3
4
9
3

@
樹
大
洗
プ
ロ
パ
ン
(
金
沢
町
)

宮
町
3
1
7
3
5
1

・
大
貫
茂
男
(
髭
釜
町
)

宮
前
|
1
9
6
0

@
関
根
正
彦
(
大
賞
史
栢
)

宮
出
1
1
6
5
1

@
藤
本
塗
装
庖
(
新
町
)

宮
町
$
0
0
1
1
3
0
2
3

・
鈴
木
樽
之
(
環
境
衛
生
組
合
)

宮

町

2

8

9

8

の
た
め
に

l

存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

暴
力
閣
の
被
害
に
遭
っ
た
、
暴
カ
団

か
ら
離
脱
し
た
い
な
ど
、
暴
力
団
に
関

す
る
因
り
事
の
ご
相
談
は
最
答
り
の
警

察
署
・
派
出
所
・
駐
在
所
も
し
く
は
暴

力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
(
官
0
2
9
2

1
m
l
0
8
9
3
)
へ
、
迷
わ
ず
、
恐

れ
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

年来@謹芋輸の
ごみq文鎮iこ

ついて

今
年
も
、
い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
ま

し
た
。
日
頃
皆
様
に
は
、
清
掃
業
務
に

ご
協
力
を
潔
い
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
業

務
に
つ
い
て
、
下
記
の
通
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
年
末
〕

@
燃
え
る
ご
み

ロ
月
訂
日
(
月

ロ
月
部
日
(
火

@
燃
え
な
い
ご
み

ロ
月
白
白
(
水
)

指
定
曜
日
収
集

(
平
常
業
務
)

指
定
曜
日
収
集

(
平
常
業
務
)

指
定
曜
日
収
集

(
平
常
業
務
)

@
新
焼
却
場
へ
の
ご
み
持
込
(
搬
入
)

ロ
月
白
日
(
水
)
燃
え
な
い
ご
み

(
午
後
4
時
ま
で
)

ロ
月
初
日
(
木
)
燃
、
え
る
ご
み

(
正
午
ま
で
)

〔
年
始
〕

1
月
5
B
(
水
)
か
ら
一
平
常
通
り

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
環
境

一
課
清
掃
管
理
係
宮
田
l
5
1
1
1
・
内

線
2
4
3
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

7
ね

轡

管

出

智

「
水
道
管
撃
。
語
く
譲
事
融
調
み
で
す
か
中
@

毎
年
冬
に
な
る
と
、
凍
結
に
よ
っ
て

修
繕
の
依
頼
が
殺
到
致
し
ま
す
。

凍
結
は
、
給
水
管
の
継
手
類
に
多
い

の
で
、
本
格
的
な
寒
き
に
な
る
前
の
今

の
時
期
に
、
給
水
装
置
の
点
検
・
補
強

を
済
ま
せ
、
安
心
し
て
冬
を
迎
え
ま
し

ト品、「ノ。夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に
な
る

と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
凍
っ

た
り
、
破
れ
つ
し
た
り
し
ま
す
。

特
に
多
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
所

で
す
。

O
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ

O
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

O
風
あ
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
の
水
道
管

※
防
謀
、
の
し
か
た

保
混
材
を
巻
き
ま
す
。
蛇
口
が
破
れ

っ
し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全
に
包

ん
で
下
さ
い
。
保
温
材
に
は
、
手
近
な

も
の
と
し
て
毛
布
・
布
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻

い
て
、
保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。口

問
間
関
掛
川
崎
間

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
融
か
し

ま
す
勺
熱
湯
は
、
か
け
な
い
で
下
さ
い
。

偏
閣
園
間
同
同
制
U

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を
開
け
、

中
の
ハ
ン
ド
ル
を
田
し
て
水
を
止
め
て

下
さ
い
。
そ
し
て
、
最
寄
り
の
指
定
水

道
工
事
庖
、
ま
た
は
水
道
諜
に
修
理
を

依
頼
し
て
下
さ
い
。

大
洗
町
水
道
諜

誠
司
大
洗
町
指
定
水
道
工
事
庸
一
覧

盟

U
1
5
1
2
5

工

事

腐

名

水

工

会

側
佐
藤
設
備
工
業

側
コ
モ
リ
工
業

側

山

本

設

備

陶
八
千
代
工
学

樹
加
治
設
備
工
業

井
上
設
備
工
業

鰯

大

川

設

備

電

話

番

号

曲

U
U
1
5
0
4
6

愈

U
1
3
6
9
3

愈“1
3
5
7
1

密

U
i
5
6
8
8

8
侃

1
1
0
8

密

ω
i
2
4
0
6

8
U
1
5
2
8
4
 

8
ω
!
1
4
6
1
 

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な

っ
て
無
料
交
通
事
故
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
~
(
直
通
器
部
i
1
6
9
3
)

O
相
談
日
月
曜
か
ら
金
曜

午
前
9
時
加
分
i
ロ
時
午
後
1
時

1
4
時
的
分
(
祝
祭
日
を
除
く
)

O
弁
護
士
相
談
日
毎
週
水
曜
日
午
後

1
時
j
4
時

O
場
所
水
一
戸
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
器
部
1
1
3
3
1

瞳Tの人出と世帯

( 11月18現在)

人口 20，864人(+6) 
男 10，361人(+13) 
女 10，503人(-7) 

世帯数 6，431戸(+6) 
転入64人 転出 60人
出生 7人 死亡 5人

三大洗文化センタ一行事予定褒 (12/}-....26)
(H5.11.11現夜)

入場方法催2主開催場所
円 h

廿内善事催開始時間開催日

12月713(:)() 

13: 00-

料

関係者

関係者

料無

無県立大洗高等学校

水戸地区交通安全協会

ホ ー ル i大洗町教育委員会

ホ ー ル i大洗ロータリークラブ

ホ ール

大会議室

中会議室

演劇鑑賞の集い(町内中学生)

高年者、年;忘れ演芸大会

7 ーチングバンド定期演奏会

運転免許 更新時 講 習会

9: 00-

9: 00-

9: 30-

属
国
国
園
園
圃
園
圏

年
米
は
、
社
会
活
動
の
活
発
化
に
伴
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
反
対
車
線

う
交
通
量
一
の
増
加
等
に
よ
り
、
交
通
事
へ
の
飛
び
出
し
な
ど
無
謀
運
転
に
よ
る

放
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
死
亡
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
無
謀
運
転
を
や
め
、
ど
の
よ
う
な
状
況

交
通
ル
i
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
l
に
に
出
会
っ
て
も
適
切
な
対
応
が
で
き
る

徹
し
た
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

。
欽
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
@
歩
行
者
は
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

溜
を
欽
ん
で
自
動
車
等
を
運
転
す
る
特
に
、
年
末
は
歩
行
者
も
つ
い
先
を

と
、
思
り
の
状
況
を
見
落
と
し
た
り
、
急
ぐ
余
り
、
急
に
道
路
に
飛
び
出
す
な

ス
ピ
i
ド
感
覚
が
鈍
く
な
る
な
ど
、
大
ど
、
不
用
意
な
道
路
の
横
断
等
が
目
立

き
な
挙
放
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
酒
を
ち
ま
す
。
安
全
を
十
分
に
確
認
し
て
横

飲
ん
だ
ら
絶
対
運
転
し
な
い
、
絶
対
さ
断
歩
道
を
わ
た
り
ま
し
ょ
う
。

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
夕
暮
れ
碍
等
の
事
故
防
止
を

。
シ
i
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
清
周
し
ま
し
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
歩
く
と
き
は
、

ょ

う

反

射

材

や

白

色

、

黄

色

等

の

明

る

い

色

自
動
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
死
者
の
を
一
身
に
つ
け
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
よ
く

約
9
割
が
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
目
立
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
シ
i
ト
ベ
ル
一
1
1
1
1
1
1
J
μ
1
j
j
i
t
-
-
I
l
l
i
-
-

ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
多
く
の
方
が
助
一
ジ
料

rvi

j

一

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
率
に
乗
っ
た
一
/
可

J
《

V~//-v

ら
必
ず
シ
i
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
安
一
議
y

同

鮮

問

磯

野

一

全

運

転

に

心

が

け

ま

し

さ

え

一

番

母

握

霊

一

!

-

O
無
謀
還
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
一
i
l
i
a
S
I
g
i
l
l
i
-
i
l
-
-自
I
I
I
-
河
内
一

関係者ルきざなみコ習練スフコ

んや

1

ち

)

区
制
朗
月

刊

た

太

十

榊
起
す
小
付

榔

l 12 12 12 12 12 

働月/ 日/ 
tld/ 21 

/ / / / 
付¥)6 伺)20在的17附 16体)9 

芋L 結 結 宇L
種 歳 核 核 E事

児 i昆
一h 児
カ 基 基 事業
月

健
よ口入

健診児

本 本 健
接 健 健 名

診 干重 診 号古ロ戸今/ 、 診

6 2 24 1 
健康主本主結核了J 

草健康診壁fγ τ k 

6 2 
カカ カ 歳 カカ

月月 月 6 月月
対1 1 カ 1 1 

7 3 48 月 診与 7 3 
カカ カ σコ 査ン 査ン カカ

月月 月 誕
40 検診 40検診と 月月

象(1)(1) ま 生 。)(1)
手し宇し で 歳18歳18手し芋L
児児 σ〉 違 以 歳 以歳 児児

幼児
し よの以上 上の上以 名Tこ
幼 方の 方の

児
) 方 ) 方

l 1 1 9 1 1 
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分 分 分 分 分 分

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
ロ
月
刊
日
幽

o
ロ
月
比
日
仰

o
ロ
月
n
B
ω
0
1
月
7
臼
樹

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
ロ
月
7
8
仰
専
門
療
法
士
指
導

慈

奇襲

I~ま
邑

蕎
臓
病
に
つ
い
て

朝
、
晩
と
吐
く
息
が
白
く
な
り
、
本

格
的
な
冬
の
到
来
を
感
じ
ま
す
。
皆
さ

ん
、
カ
ゼ
な
ど
ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
?

今
盟
は
、
健
診
の
時
は
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
尿
検
査
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
腎
臓
病
に
つ
い
て

で
す
。
尿
検
査
は
、
皆
さ
ん
ご
ぞ
ん
じ

の
通
り
(
一
次
検
査
と
し
て
は
)
テ
ス

ト
ペ
ー
パ
ー
を
尿
中
に
ひ
た
し
て
判
定

す
る
と
い
う
ご
く
簡
単
な
も
の
で
す
。

が
、
こ
の
検
査
が
、
急
性
(
慢
性
)
腎

炎
や
ネ
フ
ロ

l
ゼ
、
腎
う
腎
炎
、
あ
る

い
は
腎
臓
や
尿
路
の
結
石
、
腎
臓
の
腫

疹
な
ど
数
多
く
の
腎
臓
病
を
発
見
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

腎
臓
病
は
、
む
く
み
や
だ
る
さ
な
ど
と

い
っ
た
自
覚
症
状
も
あ
り
ま
す
が
、
会

く
無
症
状
で
、
成
中
だ
け
に
異
常
が
で

る
と
い
っ
た
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
の

12月913尉

12月 11日仕)
12月12日但)

12月15日守防

12月17・19・26日 l110:00-働側但)

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-ff66-2442へお問い合わせ下さい。

0
ロ
月
引
昨
日
胤
国
内
科
医
診
察
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

間
復
訓
練
を
必
要
と
す
る

者

※
罰
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

で
、
健
診
で
の
尿
検
査
は
重
要
と
い
え

.ます。又
、
さ
ら
に
急
性
腎
炎
や
結
布
な
ど

を
除
く
大
半
の
腎
臓
病
は
、
進
行
性
の

病
気
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
期
に
発
見
し
治
療
を
開
始
し
惑
化

を
紡
ぐ
こ
と
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

〔
腎
臓
病
を
肪
ぐ
た
め
に
〕

①
か
ぜ
の
予
防
を
す
る
。

扇
桃
線
炎
の
あ
と
急
性
腎
炎
さ
ら

に
慢
性
腎
炎
に
な
る
事
が
あ
り
ま

す
。
た
び
た
び
、
扇
桃
腺
炎
を
お

こ
す
方
は
、
尿
検
査
を
受
け
ま
し

ト品、「ノ。

②
不
規
則
な
生
活
や
塩
分
取
り
す
ぎ

の
食
事
を
改
め
る
。

③
何
で
も
な
く
て
も
、
年
に
一
留
は

健
診
を
受
け
、
健
康
状
態
を
確
か

め
る
。(

保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)
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